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By AKITO KAWAZOE 


4 オジ ロ シ ジ ミ ーー 

東南 アジ ア か ら 南 太平 洋 各地 域 に 広く 分 布 す る 木 種 は , 古 
く 1916 年 愛媛 県 松山 か ら 記 録 き れ て 以来 全く 採集 さき れず, 勿 
論 こ れ は 迷 蝶 と し て わが 国産 蝶 類 の リス ト た 加え られ る こと と 
は な か っ た . し か る 1951 年 高知 市 より 1 ゃ が 得 ら れ て 以来 , 
鹿児島 県 (坊津 町 久志 ) ・ 長 崎 県 (対馬 : 厳原 ) より 次 々 と 
記録 され る よう に な り , 奄美 群島 で も 1956 年 10 一 11 月 久保 邦 
照 氏 に よっ て 大 和 村 今里 か ら 計 11 頭 が 採集 きれ た . 

筆者 は 1957 年 8 月 名 瀬 市 東 郊 及び 宇検 村 湯 演 よ り 夫 々 1 8, た 
1 ? を 得 た の が 最初 で も る が , 58 年 に は 宇検 村田 検 お いて > 
7 8 6 ゞ の ほか 卵 及び 各 令 幼虫 を 多数 採集 。 ま か 住 用 村川 N 
内 で も 数 頭 の 本 種 を 目 員 , 1 を 得 た . 同島 で は その 他 た も 、 す 
分 布 が 広い よう で , 個体 数 も 少く な いも の と 考え られ , 土着 こ 
の 北限 を な す 可 能 性 も 想像 され る . 以下 本 種 に つい て 述べ た 
6 Fig. 10 Eucrysops Re FAB. ® 

幼虫 の 食 草 筆者 が 上 記 宇 検 村 で 確認 し た も の は オオ ヤブ オォ ジロ シジミ 
ツル アズ キ Azukia (Phaseolus) reflexo-pilosa OHWI で あ 
る が , と れ を 限ら ず 一 般 に アズ キ 属 の 野生 植物 で あれ ば 区 別 す る と と な く 食 
餌 と する も の で , 落 ・ 花 及び 若い 果実 を 食す る . 

卵 卵 は と れ ら 食 草 の 花 及 び 詳 の 基部 ・ 若 い 果 実 の 菩 上 又は これ ら の 附近 
の 花 梗 ・ 葉 面 等 に 1 卵 ず つ 産 付 さ れる . 淡 青 緑色 小型 円 杉 状 を な し , 直径 0.56 
mm (突起 を 含め て ). 卵 の 上 面 は 平坦 で 一 様 に 不 規則 な 網目 構造 を 有 し , 精 
孔 は 小さ きく , その 周辺 は や > く ぼ ほん で いる . 上 面 の 外周 部 か ら 側 面 に か け て 
は ゆる や か に ふぁ ふくらみ, と ゝ た 短い 鈍 突起 を 並べ る . と れ ら の 各 突 起 は , そ 
れ ぞ れ の 基部 か ら 放 射 状 に 走る 小 隆 線 に よっ て 互い と 連絡 され , 粗い 三角 綱 
状 を 呈す る . 

幼虫 卵 か ら 遇 化 し た 1 令 幼 虫 は 花 お よび 落 の 附近 に 発見 され る . 花弁 に 
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小型 の まる い 食 療 を 残す が , その 内 部 に も ぐり こむ と と は な いら し く , 度々 歩行 中 の も の を 見 る と と が で きる . 
2 令 以 降 の 幼虫 は 若い 果実 を 好 ん で 食す る が , と の と き は 茨 の 外側 ふら 孔 を う が ち , 体 前 半 を 茨 内 に 入れ て 内 部 
の 豆 を 食う . 時 に は 全く 茨 内 に も ぐる と と が ある が , 隣 合う 豆 を 引き つ ゞ き 食 っ て ゆく と と は な いよ う で ある . 

終 令 幼虫 の 体長 12 一 14 mm, 幅 4mm. 頭 部 は 小さ く , その 幅 僅 か に 1.1mm. 黒 褐 で 光沢 が あり , 長毛 を 文生 
する . 脂 部 は 概ね 緑 公 で その 他 区 は 個体 に よっ て か な り の 変異 が あり , 又 成長 する を 従っ て 変化 する . 一 般 に 各 
考 絞 は 黒褐色 の 第 2 次 東毛 に より 皮膚 の 地 色 以上 に 一 層 強 調 さ れ て いる . 背 線 は 淡 紫 褐色 乃至 赤褐色 . 各 分 後半 
に お いて 渡 色 と な っ て みえ , 時 に は 各 節 で 断続 し て いる が , と れ は 上 記 刺 所 に よる も の で ある . 胸 節 及び 第 7 腹 
節 以 下 に あっ て は , 背 線 は 幅広 く 拡 が り , 太く 赤 柴 色 を お び , 個体 に よっ て は か な り 濃 色 で 美しい . 亜 背 に は , 
これ も 刺 毛 の 色 で 強調 され た 濃緑 の 入 字 紋 を 並べ , また 基線 に 沿っ て は 各 節 が うす く 紫 色 を 呈す る . 以上 で 知ら 
れる 通り , 本 種 の 幼虫 は か な り 派 手 な 感じ の する も の で ある が , 暴 化 前 に は 淡 緑 褐色 の 背 線 の み を 残し て 他 は 斑 
紋 消失 し , 一 様 に 草 緑 色 と な る . な お , 中 令 時 に あっ て は 終 令 時 より も 浪 色 , 斑紋 顕著 で , 背 線 は 渡 紫 褐 色 , 和信 
字 紋 は 黒褐色 を 星 す る . 第 1 胸 節 の 平面 形 は ほほ 本 形 を な し , 背面 は 姜 型 に た 大 きく 凹 陥 し て その 横幅 は 1.0 mm た 
達する . 止 陥 部 に は 前 半 に 半月 型 の 前 背 板 が ある が , その 表面 に は 他 の 体 表 一 般 と 同様 の 第 2 次 系 毛 を 密 布 する 
の で , 光沢 を 欠き 不明 瞭 で ある . 第 2 胸 節 は や ゝ 長く , 前 縁 は 背 線 両側 で 軽く 後方 に 入 し , 第 3 胸 節 は その 前 
線 が 有 線 附 近 で 後方 へ や ゝ 締 入 する . 第 7 腹 範 背 面 後 寄り に 三日月 型 の 密 腺 が 開口 し , その 横幅 0.7 mm. 第 8 
腹 節気 門 後 下方 に は 左右 1 対 の 伸縮 突起 出入 口 が あり , 直径 約 0.30 一 0.33 mm. 伸縮 突起 は 円 色 肉 柱状 で 直径 
0.20 mm. 突出 時 に 先端 の 微 毛 が 開く こと は 他 の シジミ チョ ウ 幼 虫 と 差異 が な い . 第 1 胸 節 及び 第 1 一 8 腹 節気 門 
は 小型 本 円 型 を 呈し , 長径 0.06 mm, 短 径 0.04mm, 外周 に 0.015 mm の 幅 の 黒褐色 環 を 具 え て いる . 

体 分 各部 の 長毛 の 分 布 は 次 の 通り . 先ず , 背 線上 に は , 近似 種 ウ ラナ ミシン ジミ と 異 り , 長毛 を 具 え る . 但し , 
第 1 胸 分 及び 第 7 腹 節 以 下 に は 背 線 上 に 長毛 を 欠く . 第 2 胸 節 で は と の 長毛 は 比較 的 短く 0.10mm, 前 後に 2 対 
生じ , 前 方 の 1 対 は 前 縁 か ら 胸 節 長 の # の 所 に , また 後方 の 1 対 は 胸 節 な ほな ゞ 中 央 に ある . 第 3 胸 節 一 第 6 腹 節 の 各 
地 に は 何れ も 1 対 の 長毛 を 有 し , 長 さ 0.32 一 0.37 mm, 後方 に 向っ て や ゝ 妖 曲 する . 位置 は 各 節 中 央 や ゝ 後 寄 り 
で , 後方 節 ほ ど 節 の 中 央 部 か ら 離 れ て いる . な お , と の 長毛 の 前 方 に は 長き 0.08 一 010 mm の 短 毛 が 1 対 存 す 
る . 次 に 基線 上 に あっ て は , 第 1 胸 節 前 縁 お よび 第 10 腹 節 後 縁 に 長毛 が 並ん で 生じ , 長 さ 0.33~0.43 mm. 他 の 各 
節 基線 上 に は 長毛 少く , 第 2 胸 節 で 4 一 6 対 . 第 3 胸 節 で 2 一 4 対 . 以下 の 遇 節 に は 1 対 の 長毛 を 生ずる に すぎ 
な い . 何れ も 長 さ 0.35 mm 前 後 . 次 に , 体 下面 に は 各 節 と も 長毛 を 多く 生じ , 0.07 一 0.35 mm. 特に 体 下面 で は 
微小 な 第 2 次 刺 所 が 長毛 に 移行 する も の が 多く , その 長 さ が 長毛 附近 で 連続 し て いる . 以上 の 長毛 は すべ て 無色 
大 型 の 上 下 2 段 か ら 成 る socket か ら 生 じ , その 下段 は 直径 0.08 mm, 高き 0.07 mm. 上 段 は 長 さき 0.04 一 0.05 mm 
で 上 方 た 細 ま っ て いる . 

第 2 次 刺 毛 は 胴 部 の 全 表面 分布 し て お り , ルー ペ で 見 る と 無数 の 点 刻 を ちり ば め た よう に 見え る. その 形 は 
通常 単純 な 人 針 状 で ある が , 背 線 上 の 長毛 を 囲む 部 分 で は 長毛 基部 に 向っ て 曲っ て お り , 中 に は 星 門 状 更 五 の 上 か 
ら 直 ち に 水平 と , 横 方 向 に の びている も の も ある . と この よう な と き に は 屋 々 その 上 面 に 歯 状 和 突起 を あら わす . ま 
た , 第 7 腹 第 密 腺 周辺 部 で は , 上 面 局 平 で 平面 形 の 円 い 傘 型 に 変形 し て いる . 殊 片 の 数 は 2 一 4. 各 裂 上 刻 は 外 上 
方 に 向かっ て 鋭く と が っ て お り , その 先端 部 に 囲ま れ て 円 雛 台形 の 刺 毛 基部 が あり , その 上 に 東毛 を の せ て い 
る . 裂 片 基部 か ら の 長 さ は 0.08 一 0.09 mm. 以上 の 第 2 次 刺 毛 に は 無 
公 の も の と 黒褐色 の も の と が あり , 一 般 に 有色 毛 は 各 節 斑紋 の 渡 色 部 
に 分 布 し て いる . 

映 内 は は じ め 緑 色 , 後 次 第 に 黄 褐 色 と な る . 長 さ 11 mm, 幅 4.2mm. 
全体 に 微小 な , か つ 形 の 不 規 則 な 黒褐色 点 才 を ちり ば め て いる が , 体 
下面 と は 少く , 腹 節 背面 に は 特に 多い . 腹部 背 線 上 に は と れ が や ヽ ゝ 大き Fig.12 終 令 幼 息 
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く 集 まっ て 不 規則 に 断続 する 黒色 線 を 形成 する も の が 多い が , 全く とれ を 欠く も の も ある . 第 1 腹 節 の 後 凌 と の 
接合 線 附近 に は 前 後 2 対 の 黒点 が あっ て し ば し ば 連続 し , 長い 1 紋 と な る . また 第 2 一 第 6 腹 節 上 , 気 門 上 後方 
に は 1 対 の 明瞭 な 黒色 紋 を 有 し , 一 見 気 門 と 見 あや まる . し か し 気 門 は 体 と 同色 , 不明 只 で , わずか 人体 表 か ら 
突出 し て いる . 

前 胸 及 び 頭 頂 は 半球 状 を な し , 前 胸 一 中 胸 継 線 部 が くびれ て いて , だ る ま 型 を 星 す る . 中 胸 萌 面 は や ゝ 降 起 
し , その 後 縁 は 模 理 に 深く 後 胸 へ 入り 込ん で いる . 後 翔 は 第 2 腹 節 前 半 部 人 居 お いて 前 門 の 内 側 に 全く か くれ る . 
体 は 第 3 腹 節 附 近 で 高 さ ・ 幅 共に 最大 と な る . 第 8 腹 節 以下 は 強く 下方 た 貼り , その た め 第 9 腹 節 背面 は 見 か け 
上 の 体 後 敵 部 を 形 づ く っ て お り , 第 10 腹 節 は 第 9 腹 節 の 全く 下面 た 療 着 し て いる . 

体 下面 の 構造 は 一 般 の シジミ チョ ウ 類 の それ の 例外 で は な い . 左右 の 上 居 小 片 は 相 接し , その 縫 線 は か な り 長 
い . トト 大 此 は 現われ な い . 下 題 は は じ め 太 く , 急 に 細 ま り , 前 次 頂 ま で の 半ば と 達せ ず し て 触角 の 内 方 に か くれ 
る . 触角 は 前 贅 頂 部 で 切断 され , 第 5 腹 節 内 の その 後 縁 部 で 終っ て いる . 

各 体 節 部 は 全面 に 黒色 の 針 状 微 毛 を 生じ , その 長 さ は 0.10~0.12 mm, 黒褐色 の リン グ を 基部 に 具 え て いる . 
これ と は 別に, 頭頂 部 , お よび 第 5・6 腹 節気 門 後方 の 頼 粒 部 に は, 多く の 分 枝 を も つ 羽 毛 状 東毛 拉 が あり , そ 
の 長 さ は や ゝ 短く , 0.09 mm 内 外 . 

成虫 幼生 期 は 極め て 短 か い も の らし く , 筆者 の 飼育 し た も の で は 終 令 期 5 一 6 日 , 早期 7 一 9 日 で 羽化 し 
た . 観察 を 行っ た 地域 と あっ て は 食 草 は 小 群 落 を な し , 同一 株 に 熟 し た 果実 と 共に 若い 共 を 多数 つけ て お りら , 次 
々 と 花 を 開い て いる よう で あっ た . か ゝ る 点 か ら 考 えて , 相 種 は 夏 一 秋季 に か け て 間断 な く 発生 を くり 返し て い 
る も の と 思わ れる . 同 地 に お ける 3 月 の 所 見 で は , 食 草 は 枯死 し て いな い が 未 だ 新芽 を 出し て お ら ず , 従っ て 勿 
答 花 や 果実 は 見 られ な か っ た . 成虫 も 全く 目撃 で き な か っ た の で , その 越冬 に 関し て は 全く 不明 の まま で ある . 

夏 李 に お いて は 大 島 の ほ ゞ 全域 に 見 られ る も の と 思わ れる が , 食 草 附近 に は 多数 の 蝶 が 飛翔 し て いる . 習性 は 
ウフ ナミ シジミ より や っ ゝ 不 活 洪 で , 殊 草 食 近傍 で 著しい . 

5 数 種 の 蝶 の 越冬 態 に つい て 

1959 年 3 月 下 利 一 4 月 上 和 旬 に か け て , 筆者 は 再び 奄 
美 大 島 へ 渡り , 春 李 の 蝶 に 接する と と が で きた . 今回 
の 採集 に は 越冬 に 関す る 若干 の ヒン ト を つか み 得 た の 
で , と りあ え ず その 状況 を 報告 し て お と うと 思う . な 
お 在 和 島 中 種々 御 教示 並び に 御 世 話 い た だ いた 鹿児島 県 
立 大 詞 高 校 教 諭 森田 皿 義 氏 に 心から 御礼 申 上 げた い . 

1. オキ ナ ワ ビ ロ ウ ド セ セ リ 食 樹 クロ ヨナ に は 新 
工 が 多く , 大 破 し た が 盛ん に 産卵 を 行っ て お り , 多 
数 の 卵 と 共に すでに た 中 令 に まで 育っ た 幼虫 が 見 られ 
た . 本 種 の 幼虫 の 生育 は 非常 に 速く , 採集 し た も の が 
4 月 中 名 に 終 令 と な っ た 程 な の で , 幼虫 は 概ね 3 月 に 
航 化 し た も の と 考え て 誤り は な いと 思う . 従っ て , 本 種 は 明らか 成虫 で 越冬 の 後 , 春季 に 産 劉 する も の と 判断 
され る . 

2. オオ シロ モン セセリ 食 草 ゲ ツ トウ に は 比較 的 新しい と 思わ れる よう な 食 痕 は 全く な く , また , 新た と 産 
付 さ れ た 卵 は 未だ 極め て 少数 で あっ た . 成虫 は 数 が 多かっ た が , と の 時 李 の も の は 夏 李 の も の と 明らか な 斑紋 の 
差異 を 持っ て いる . 筆者 は 宇検 村 に お いて か な り の 遇 殻 に 混 じ て 羽化 直前 の 遇 1 頭 を 採集 , 室内 羽化 せしめ た . 
以上 か ら , 木 種 は 申 で 越冬 し て いる も の と 断定 し て よい で あろ う . 

3. リウ キ ウ ミ スジ 食 草 ヌス ビ ト ハギ は 新芽 を 出し て な お 日 が 浅く , 新しい 食 痕 も 見 当ら な か っ た . 成虫 は す 
で に た 小 破損 し た も の が 多かっ た が , 内 地 に お ける コミ スジ と 同様 た 終 合 幼 下 一 踏 で 越冬 する も の と 想像 され る . 
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Fig. 13 遇 再 面 Fig. 14 晴 側 面 Fig.15 遇 腹 面 
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4. アカ ホシ ゴマ ダラ エノキ の 古木 を 中 心 と たか な り の 数 の 飛翔 を 目撃 し , 採集 し て みた 結果 は 意外 に も 明 ら 
か と 越し た と 思わ れる 夏 型 の 成虫 で あっ た . 森田 氏 と 共に 食 樹 を 探索 し て みた が , 外 ・ 幼 虫 ・ 映 の 何れ を も 採 
集 出 来 な か っ た . 本 種 が 越 人 を 成虫 態 で 行い , 翌 春 産 を 行う と 断定 する に は な お 若 十 の 購 踏 を 感ずる も の で あ 
る が , 目撃 し た 木 種 が ,。 た また ま 和 生き残っ て 春 を 迎え た も の と する に は 飛 閉 個体 が 多 す ぎる よう に 思わ れる . 

5. テン グチ ョ ヨウ 大島 に お ける 本 種 の 発生 は 少く と も 年 2 回 以上 に 表 っ て お り , お そく は 10 一 1 月 た も 羽化 
する と と が 知ら れ て いる . 3 月 末 の 知見 で は 多数 の 越冬 母 蝶 が 産卵 を 行っ て いる 一 方 , 卵 よ り 晒 に 至る 各 ス テー 
ジ の 幼生 が 多数 混合 し て お り , 茎 に 羽化 脱出 後 の 顕 殻 さん 見 られ た . 律 者 は 幼虫 を 若干 採集 し て お いた が , 何れ 
も 4 月 14 一 21 昌 の 間 に 羽 化 を 完了 し た . な お お , 同島 に お ける テン グチ ョ ウ の 発生 は 実に た なび た ゞ し く 殆 ん ど 葉 を 
食い 尽く され て いる エノキ が 少く な い . 
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Notes on the nomenclature of some Microlepidoptera in Japan 


By HIROSHI KUROKO 


と の た び 日 本 産 の 小 央 類 に つい て 3 種 の シノ ニム 及び 共 の 他 2 ・ 3 の 学名 上 の 知見 を 得 た の で 報告 する . と の 
小 文 を 書く た と あたり, 筆者 の 所 蔵 する 標本 と 北海 道 大 学 所 蔵 の 松村 松 年 博士 の 模式 標本 と の 比較 の 労 を と られ 
た 同 大 学 昆虫 学 教室 の 入力 田 敏夫 氏 に , 叉 貴重 な 御 教示 を 与え られ た 西ドイツ の キバ ガ 類 の 研究 者 KrAus 
SATTLER 氏 に 心から の 謝意 を 表す る . 

シノ ニム 3 種 
Family Oecophoridae 
Cryptolechia malacobyrsa MEYRICK ホソ オビ キマ ル ハ キバ ガ 
Cryptolechia malacobyrsa MEYRICK, Exot. Microlep., 2 (12) : 394, 1921 
=Depressaria bicinctella MATSUMURA, 6000 Ill. Ins. Jap. : 1089, no. 2236, 1931 (syn. nov.) 
Promalactis sakaiella MATSUMURA フタ スジ マル ハ キ バ ガ 
Borkhausenia sakaiella MATSUMURA, 6000 Ill. Ins. Jap. : 1089, no. 2233, 1931 
=Promalactis autoclina MEYRICK, Exot. Microlep., 4 (19) : 592, 1935 (syn. nov.) 

Promalactis jezonica MATSUMURA ギン モン カバ キバ が ガ 

Borkhausenia jezonica MIATSUMURA, 6000 Iil. Ins. Jap. 1088, no. 2232, 1931 
=Pyromalactis symbolopba MEYRICK, Exot. Microlep., 4 (19) : 593, 1935 (syn. noy.) 


Agonopterix Il-nigrum MATSUMURA (Oecophoridae) クロ カギ ヒラ タキ バ ガ 
Depressaria l-nigrum MATSUMURA, 6000 Ill. ins. Jap. : 1091, no. 2244, 1931 
本 種 た 対し て は 従来 ヨー ロッ パ と 共通 の conterminella ZELLER な る 学名 が 使わ れ て い た が , 最近 の KLAUs 
SATTLER 氏 か ら の 通信 に よる と “日 本 で conterminella と し て 取り 扱わ れ て いる 種 は 真 の comterminella と 外観 
上 極め て よく 似 て いる が , 8 の genitalia の 形態 た 著しい 違い が 見 られ る . genitalia は ferulae ZELLER に 近い 
が , これ と も 別種 で ある の で , 日 本 の 種 は た grum MATSUMURA を 用 う の が 正しい と 思わ れる ” と あっ た . 破 
は 上 真 の conterminella が 混 棲 し て いる の か も 知れ な い が , これ で conterminella な る 種 名 は 日 本 の fauna か ら 消 
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